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１ 園の経営目標 
・子どもの最善の利益を尊重し、生活や遊びの体験を通して「生きる力」の基礎を育む。 

・職員は、子ども一人一人に豊かな愛情と保育に情熱をもち自己研鑽を重ね資質向上に努める。 

・保護者との信頼関係を大切にして、ともに「育ち合う」「育て合う」関係を築く。 

・地域の子育て支援の拠点となり、私立園や子育て家庭の支援をする。 

 

２ 園の現状 

・子どもは、ありのままの自分を受け止めてもらい夢中になって遊ぶ中で、自分に自信を持ち、意

欲や考える力、あきらめないで取り組む力が育っている。 

・日常の異年齢児との交流の中で、大きい子への憧れが「やってみたい」気持ちを刺激し、興味や

関心が広がり、新しいことにチャレンジしようとする意欲につながっている。 

・職員は、子どもや保護者の思いに寄り添い、家庭の状況に合わせた子育て支援を行っている。 

・職員は、情報共有に努めているが、共有する方法に更なる工夫が必要である。 

・ICT を活用し、保護者に保育内容や園の取り組みを分かりやすく伝え、育ちの共有をしている。 

 

３ 今年度の重点的項目 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 子ども自ら環境に関わり、意欲的に遊べる環境を整える 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・子どもの発達や興味・関心に合わ

せ、思わず体を動かして遊びたく

なる環境を整える。 

・遊びの中に「体のバランスをとる」「体を移動する」「用具

を操作する」の３つの動作を経験できる工夫をし、子ども

が、面白い・やってみたいと感じられる環境を作る。 

・子どもの興味・関心に応じた、遊

びの環境設定をする。 

・子どもの好奇心を大切にし、遊びの場や時間を保障する。 

・様々な素材との出会いを豊かに積み重ねられるよう、子ど

もが選び、決めて遊べる環境を整えていく。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 子どもの歯を健康に保ち、よく噛んで食べる習慣をつける 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・正しい歯磨き習慣を身に付ける。 

・看護師と連携して、歯磨き教室の実施、歯磨きカレンダー

の活用やいい歯奨励等をし、歯磨き習慣を身に付ける。 

・保護者向けに情報を発信し、歯の健康の大切さを伝える。 

・園内研修を行い、乳幼児期の歯科保健の重要性を学ぶ。 

・食に関する体験の場を充実する。 
・いろいろな食材を見て触れて、味わえる環境をつくる。 

・食に関わる園の取り組みの様子を保護者に発信する。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

保育者の資質向上を図る 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・子ども理解を深める。 
・子どもの姿や育ちについて話し合い、職員と共有する。 

・事例検討を行い、保育の振り返り・意見交換をする。 

・職員自ら、人権感覚を磨く。 
・事例検討を定期的に行い、常に人権感覚を磨いていく。 

・人権を意識した関わりを職員間で見合い、確認し合う。 


